
３年間の情報に関する学習を振り返り、フィジカル空間（現実空間）とサイバー空間（仮想現実の空間）を高度に融合させたシス
テムによって開かれる社会（Society5.0）を想像し、新しい社会を生きる私たちについて考えてみましょう。

デジタル社会を生きる私たちが考えること
中学校３年生
生活に活かす
カリキュラム

令和3年版 科学技術・イノベーション白書　Society 5.0の実現に向けて
https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpaa202101/1421221_00023.html

【外務省HP】
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gai
ko/oda/sdgs/index.html
【国連広報センター】
https://www.unic.or.jp/
【SDGsのポスター・ロゴ・アイコンおよび
ガイドライン】　
https://www.unic.or.jp/files/SDG_
Guidelines_AUG_2019_Final_ja.pdf

　私たちは、社会の様々な問題を情報技術を活用して解決
しようとしています。例えば、ＳＤＧｓの１９のターゲットに
ついて、情報技術を活用した解決方法が考えられていま
す。新たな情報技術は、これまでの距離や場面等の概念を
変化させ、フィジカル空間とサイバー空間を高度に融合さ
せ問題を解決することができます。
　今後、私たちは新たな情報社会（Society5.0）を想像
し、情報技術を上手に活用する力が求められています。今
後は、そのような社会に必要な情報活用能力（情報セキュ
リティ・モラル）を持つことが大切です。
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